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月
１
日
現
在
で
、
平
成　

年
事

１０

１８

業
所
・
企
業
統
計
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
「
調
査
票
を
提
出
し
て
い
な

い
」「
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
」

と
い
う
事
業
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
手
数
で
す
が
、
広
報
統
計
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

広
報
統
計
課
統
計
係

�
３
２
―
１
１
１
１（
内
線
２
５
５
）

 　

生
涯
学
習
課
で
は
、
平
成　

年
の

１９

成
人
式
を
平
成　

年
１
月
７
日
�
に

１９

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
案
内
状
は
市

に
住
民
票
が
あ
る
人
の
み
届
き
ま
す
。

市
外
へ
転
出
し
た
人
な
ど
、
現
在
宇

城
市
に
住
民
票
が
な
い
人
に
は
届
き

ま
せ
ん
が
、
参
加
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
生
涯
学
習

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
族
・
友
人
・
知
人
な
ど

広
報
統
計
課

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
つ
い
て

市
教
育
委
員
会

平
成　

年
宇
城
市
成
人
式

１９

で
、
前
記
該
当
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
本
人
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

�問
 
　

生
涯
学
習
課

�
３
３
―
１
２
４
０

 　
　

月
は
全
国
青
少
年
育
成
強
調
月

１１
間
に
当
た
り
、
県
で
は
、
毎
月
第
１

日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
の
大
切
さ
、

家
庭
の
役
割
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、「
家
族

で
楽
し
く
山
登
り
」「
さ
わ
や
か
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

紅
葉
し
た
木
々
を
愛
で
な
が
ら
家

族
で
楽
し
く
山
を
登
り
ま
し
ょ
う
！

【
家
族
で
楽
し
く
山
登
り
】

◆
三
角
町
天
翔
台
コ
ー
ス

期
日　
　

月
３
日（
金
・
文
化
の
日
）

１１

受
付　

午
前
９
時　

分
〜

３０

集
合
場
所　

三
角
セ
ン
タ
ー

◆
雁
回
山
コ
ー
ス

期
日　
　

月
５
日
�

１１

受
付　

午
前
９
時　

分
〜

３０

集
合
場
所　

松
橋
町
海
ノ
平
公
民
館

生
涯
学
習
課

家
庭
の
日
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

※
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
さ
わ
や
か
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
】

◆
草
原
と
地
獄
温
泉
巡
り
コ
ー
ス

（
南
阿
蘇
村
）

　

市
役
所
か
ら
は
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
南
阿
蘇
へ
向
か
い
ま
す
。
中
岳

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
か
ら
南
阿
蘇

方
面
に
下
る
途
中
の
園
地
で
遊
ん
だ

後
、
地
獄
温
泉
へ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

着
後
、
温
泉
に
入
っ
て
帰
り
ま
す
。

対
象　

宇
城
市
在
住
で
、
家
族
で
参

加
で
き
る
人

期
日　
　

月　

日
�

１１

２６

時
間　

午
前
８
時　

分
（
受
け
付

３０

け
）
〜
午
後
５
時
（
解
散
予
定
）

集
合
場
所　

市
役
所
本
庁　

定
員　

先
着　

人
２０

ガ
イ
ド　

濱
田
孝
正
氏
（
環
境
省
自

然
公
園
指
導
員
）

持
参
す
る
物　

弁
当
・
水
筒
・
タ
オ

ル
・
軍
手
・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど

山
登
り
に
必
要
な
物

参
加
費　

７
０
０
円
（
ガ
イ
ド
代
・

温
泉
代
・
お
茶
代
含
む
）

申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２０

�申
 

・
�問
 
　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

�
３
３
―
１
２
４
０（
内
線
３
３
３
）

�
３
３
―
１
１
７
５

うう
きき
うう
きき
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

　「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

資
質
向
上
を
目
指
し
て
」

矢
澤　

敏
恵

　

こ
の
ほ
ど
、
ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ

文
化
ホ
ー
ル
で
、
熊
本
県
介
護
支
援

専
門
員
協
会
主
催
の
第
２
回
介
護
支

援
専
門
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
協
会
は
今
年
３
月
に
設
立
さ

れ
、
会
員
数
は
２
０
０
０
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
、
介
護
保
険
法
が
改

正
さ
れ
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
を
取
り
巻
く
環
境
は

急
速
に
変
化
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
今
後
の
あ
り
方

や
方
向
性
に
つ
い
て
、
共
通
認
識
を

持
つ
と
と
も
に
、
会
員
の
資
質
向
上

を
目
的
と
し
て
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協

会
の
木
村
隆
次
会
長
が
「
日
本
介
護

支
援
専
門
員
協
会
が
め
ざ
す
も
の　

〜
多
職
種
協
働
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
改
革
〜
」
と
題
し
て
講
演
。「
多

様
化
す
る
利
用
者
に
対
応
し
、
質
の

高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
一
人
一
人
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
資
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、

関
連
団
体
や
多
職
種
が
連
携
・
協
力

し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
訴
え
、
参
加
者
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
新
た

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
千
葉
県
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
じ
ょ
う
も
ん
の
郷
」
の
助

川
未
枝
保
施
設
長
が
、
こ
れ
か
ら
増

加
す
る
で
あ
ろ
う
認
知
症
の
人
の
地

域
包
括
ケ
ア
に
向
け
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
方
法
と
し
て
導
入
さ
れ
る

「
セ
ン
タ
ー
方
式
」
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
活
用
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

６
年
が
経
過
し
た
現
在
、
制
度
の
担

い
手
と
し
て
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

存
在
は
、
多
く
の
人
が
知
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の

質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
誇

れ
る
介
護
保
険
制
度
と
な
る
た
め
に
、

現
場
を
支
え
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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歩
く
こ
と
を
通
し
て
自
然
と
触
れ

合
う
楽
し
さ
や
そ
う
快
感
、
克
服
す

る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
天
翔
台
登
山
（
健
康
ウ
ォ
ー

ク
）
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

海
と
花
に
包
ま
れ
た
秋
の
素
晴
ら

し
い
景
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
３
日（
金
・
文
化
の
日
）

１１

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
（
態
度
決
定

は
当
日
の
午
前
８
時　

分
）

３０

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
受
け
付
け

３０

（
受
け
付
け
後
、
各
自
登
山
開
始
）

集
合
場
所　

三
角
セ
ン
タ
ー

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど

な
た
で
も
。
た
だ
し
、
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

宇
城
市
・
三
角
町
商
工
会

天
翔
台
登
山
大
会
参
加
者
募
集

内
容　

午
前　

時　

分
／
お
楽
し
み

１１

１０

抽
選
会
、
午
前　

時　

分
／
昼
食
、

１１

３０

午
後
１
時
／
下
山
開
始（
自
由
解
散
）

参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料

ほ
か
、
当
日
受
け
付
け
時
に
徴
収
）

持
参
す
る
物　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ

ル
な
ど

申
込
方
法　

市
役
所
三
角
支
所
産
業

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２３

�問
 
　

三
角
支
所
産
業
課
商
工
観
光
係

�
５
３
―
１
１
１
１

 
日
時　
　

月　

日
�
午
前
８
時　

分

１１

１２

３０

受
け
付
け
、
午
前
９
時
開
始

集
合
場
所　

不
知
火
中
学
校

コ
ー
ス　

不
知
火
中
〜
広
域
農
道
〜

不
知
火
温
泉
セ
ン
タ
ー
（
９
㎞
）

対
象　

小
学
生
か
ら
一
般
（
小
学
３

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

先
着
１
０
０
人

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
、
み

か
ん
狩
り
料
込
み
）

準
備
す
る
物　

運
動
で
き
る
服
装
、

運
動
靴
、
帽
子
、
汗
ふ
き
、
水
筒
、

弁
当
な
ど

申
込
方
法　

市
内
各
公
民
館
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
　

月
２
日
�

１１
不
知
火
公
民
館

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

�問
 
　

不
知
火
公
民
館

�
３
２
―
０
２
７
７

�
３
２
―
３
５
２
７

 
期
日　
　

月　

日
�
・　

日
�

１０

３０

３１

時
間　

午
後
７
時　

分
〜

３０

場
所　

不
知
火
体
育
館

対
象　

中
学
生
か
ら
一
般

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
方
法　

市
内
各
公
民
館
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

２５

�問
 
　

不
知
火
公
民
館

�
３
２
―
０
２
７
７

�
３
２
―
３
５
２
７

 　

市
文
化
協
会
小
川
支
部
で
は
、
華

道
・
肥
後
古
流
・
陶
芸
・
手
工
芸
・

吟
詠
・
民
謡
・
ふ
れ
あ
い
民
舞
・
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

�申
 

・
�問
 
　

市
文
化
協
会
小
川
支
部
事

務
局
（
ラ
ポ
ー
ト
内
）
吉
田
豊
實

�
４
３
―
０
０
０
４

不
知
火
公
民
館

不
知
火
校
区
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会

市
文
化
協
会
小
川
支
部

各
種
講
座
の
会
員
募
集

天翔台からの最高の眺めがあなたを待っています！

※入場無料。開演（場）時間などについては各会

場にお問い合わせください。

主　催　宇城市文化協会・宇城市文化協会各支部

共　催　宇城市・宇城市教育委員会

後　援　熊本県・熊本県文化協会

�問 　宇城市文化協会事務局（豊野公民館内）

　　�４５―３７００　�４５―３７１０

平成１８年度　熊本県芸術文化祭参加事業

第2回宇城市民文化祭
場　　所期　　日会　場

三角センター　�５３―１３２２１１月５日（日）三　　　角

不知火美術館　�３２―６２２２展　示：１０月３１日（火）
　　　～１１月１２日（日）不　知　火

不知火公民館　�３２―０２７７舞　台：１１月３日（祝）

ウイングまつばせ　�３２―５５５５１１月３日（祝）～４日（土）松　　　橋

ラ・ポート　　　�４３―０００４１１月３日（祝）～４日（土）小　　　川

豊野公民館　　�４５―３７００１１月３日（祝）豊　　　野

第61回熊本県民体育祭第61回熊本県民体育祭
男女総合11位と健闘男女総合11位と健闘

　９月１６日・１７日、上益城郡を主会場に開催され、
県内２０郡市の選手・役員約７，０００人が参加。公開競
技を含む２４競技で熱戦が繰り広げられました。宇城
市からは２３競技に４００人が出場し、男女総合１１位、
女子総合１４位の成績を収めました。競技別では、卓
球とハンドボール女子が優勝、軟式野球とバスケッ
トボール女子が３位でした。また、宇城市選手団は
「入場行進等優秀選手団」として表彰されました。
　選手の皆さんお疲れさまでした。地元宇城地域での
開催となる来年は、さらなる活躍を期待しています。




